
新型コロナウイルス感染症
拡大予防講習会

【令和２年７月６日時点】

皆さんの感染予防が、大切な人の命を守ります

神戸大学保健管理センター



 新型コロナウイルスの特徴と感染予防

 課外活動を再開するにあたっての注意点

 感染予防と熱中症対策の両立について

 神戸大学「感冒様症状者に係る届出制度」

Agenda



世界では
１1００万人以上が感染
５3万人以上が死亡

米国ジョンズ・ホプキンズ大学システム科学工学センター

2020年7月7日現在

YAHOO! JAPANより 7月6日時点



新型コロナウイルス感染症（COVID-19）とは

原因ウイルス：コロナウイルス（SARS-CoV-2）

（Severe acute respiratory syndrome coronavirus 2）

一本鎖RNAウイルス

感染経路 ：飛沫感染、接触感染、（エアロゾル感染）

潜伏期間 ： 1～14日（平均 5～6日）

症 状 ：咳、発熱、喉の痛み、鼻水、節々の痛み

全身倦怠感（だるさ）、嗅覚異常、味覚異常

下痢、結膜炎、皮膚手指の色の変化

予 後 ：無症状 ～ 死亡

写真：国立感染症研究所



新型コロナ感染症の何が問題なのか？

 高い重症化率（２０％）・高い死亡率（５％）

 強い感染性（感染者一人が５～10人に）

 無症候感染者があり、感染もさせる

 ワクチン（予防接種）がない

 特効薬がない

活動の再開が参加者のみならず、参加者の家族、関係者、
地域社会における感染拡大につながる可能性がある

→ 集団感染を起こしやすく、感染爆発が起きる

→ 世界では医療崩壊が現実に起こっている

→ 大学生が罹患した場合、活動性の高さより集団感染に繋がるおそれがある



無症状でもマスクなどの
感染拡大予防対策が必要となる

新型コロナウイルスの感染時期

発症2日前から既に
ウイルス排出量が多い

Nature Medicine 26,672-675(2020)

発症

ウイルス
排出量



マスクを正しく使いましょう

あごだし 鼻だし あごにかける 上のワイヤーは
鼻の形に合わせる



厚生労働省パンフレットより



目、鼻、口を覆い・触らない

新型コロナウイルスは、「粘膜」から感染します。
健康な皮膚であれば、通常は感染しないと言われています。



「三密」それぞれの「密」を避ける

「ゼロ密」を！

厚生労働省パンフレットより
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スポーツ活動の段階的再開計画例

UNIVAS 大学スポーツ活動再開ガイドライン第１版より引用

長い自粛期間を経て、学生の心身の
コンディションが潜在的に低下している
特に、新入生は長い受験後である

練習再開時にケガ・事故の増加が危惧

活動再開は
強度が低く短時間のものから

いきなり暑い季節 熱中症も注意

＋



各団体の特性により対策が異なる

• 新型コロナウイルス感染症対策としての「UNIVAS 大学スポーツ
活動再開ガイドライン」

一般社団法人 大学スポーツ協会 （2020.6.18 第 1 版）

• 社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン
スポーツ庁（令和2年5月25日）

• 日本卓球協会における新型コロナウイルス感染症対策
公益財団法人 日本卓球協会 （2020 年 6 月 29 日版）

各団体の最新のガイドラインを必ず確認する

例



「新しい生活様式」を強く意識する
「新しい生活様式」の実 例

一人ひとりの基本的感染対

動に する感染対

□感染が流 している地域からの 動、感染が流 している地域への 動は控える。
□発症したときのため、 とどこで会ったかをメモにする。接 アプリの活用も。
□地域の感染状況に注意する。

感染 止の つの基本 ① 体的 の 保、②マスクの 用、③手洗い

□人との は、できるだけ 最低 ける。
□会 をする は、可 な り 正 を ける。
□外出時や屋内でも会 をするとき、人との が十分とれない場合は、症状がなくてもマスクを
用する。ただし、夏場は、熱中症に十分注意する。

□家に帰ったらまず手や を洗う。
人混みの多い場所に った後は、できるだけすぐに 替える、シャワーを浴びる。
□手洗いは30 度かけて水と けんで丁寧に洗う 手指消毒 の使用も可 。

※ や持病のあるような 症化リスクの い人と会う には、体 理をより厳 にする。

日常生活を営む上での基本的生活様式

□まめに手洗い・手指消毒 □咳エチケットの徹底
□こまめに換気 エアコン併用で室温を28℃以下に □ 体的 の 保
□「 密」の回 密 、密接、密
□一人ひとりの健康状態に応じた 動や 事、 煙 、 切な生活 慣の理 ・実
□毎朝の体温測定、健康チェック。発熱又は の症状がある場合はムリせず 宅で療

娯楽、スポーツ

□公園はすいた時 、場所を ぶ
□ トレやヨガは、十分に人との を
もしくは 宅で動画を活用
□ジョギングは少人数で
□すれ うときは をとるマナー
□予 制を利用してゆったりと
□狭い 屋での 居は無用
□歌や応援は、十分な かオンライン

事

□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外 で気持ちよく
□大 は けて、料理は個々に
□対 ではなく横並びで座ろう
□料理に 中、おしゃべりは控えめに
□お 、グラスやお猪口の回し みは けて

い物

□ も利用
□ 人または少人数ですいた時 に
□ 子決済の利用
□ 画をたてて 早く済ます
□サンプルなど展 品への接 は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

公共交 機 の利用

□会 は控えめに
□混んでいる時 帯は けて
□徒歩や 利用も併用する

日常生活の各場 別の生活様式

イベント への参加

□接 アプリの活用を
□発熱や の症状がある場合は参加しない

□テレワークやローテーション勤務 □時差 勤でゆったりと □オフィスはひろびろと

□会 はオンライン □対 での打合せは換気とマスク

働き方の新しいスタイル

※ 業 ごとの感 拡 ガイドラインは、関 が

厚生労働省ホームページより引用
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換気と高頻度接触面の清掃が重要

• 換気に関して
エアコン使用中もこまめに換気をしましょう

• 高頻度接触面の例

・机、椅子 ・取っ手、ドアノブ
・照明スイッチ、手摺り ・電話機（スマホ）、コピー機
・エレベーターボタン ・キーボード、マウス
・窓金具 ・トイレ・水洗レバー・座面
・洗面台・流し・蛇口 など

よく触れるものを思い浮かべましょう
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感染予防 ⇔ 熱中症対策

•マスクの使用は、体内に熱をこもらせる

•マスクなしでは、飛沫はさらに飛散する

新型コロナウイルス感染症と熱中症は、リスク対策としては

トレードオフ（あちらを立てればこちらが立たず）の関係



環境省・厚生労働省パンフレットより



 新型コロナウイルスの特徴と感染予防

 課外活動を再開するにあたっての注意点

 感染予防と熱中症対策の両立について

 神戸大学「感冒様症状者に係る届出制度」

Agenda



神戸大学「感冒様症状者に係る届出制度」

教務学生係に電話連絡

保健管理センターから
自宅療養証明書を無料発行可能

http://www.health.kobe-u.ac.jp/kansensyou/coronavirus.html

体調不良

自宅療養

https://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/info/2020_04_01_01.html

http://www.health.kobe-u.ac.jp/kansensyou/coronavirus.html
https://www.kobe-u.ac.jp/NEWS/info/2020_04_01_01.html


神戸大学の症状・自宅療養期間（2020年７月３日現在）

体調不良（咳・発熱・節々の痛み・全身倦怠感（だるさ）・

下痢・嗅覚異常・味覚異常 他）

登校・出勤を控える期間 （翌日から数えて）

・症状が出現してから、8日を経過するまで、

かつ

・薬剤を使わない状態で全ての症状がおさまり、3日を経過するまで

登校・出勤後も4週間はマスクの着用や毎朝の検温等体調管理

少しでも体調不良があれば無理をして登校しない
もちろん課外活動・アルバイトにも参加しない



新型コロナウイルス感染症への対応

 診断された場合

 PCR検査を受けた場合

 患者の濃厚接触者とされた場合

→ 所属の教務学生係に連絡



Take Home Message

精一杯予防をしても、感染してしまうことはあります。

誰も好きで感染症になるのではありません。

しかし、高リスク行動の結果による集団感染は、

所属団体のみならず大学・社会に多大な影響を与えます。

皆さんの感染予防が、大切な人の命を守ります


